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水素とエチレンとを混合した溶断用ガス（ハイドロカットガス）は，逆火が起こりにくいこと，輻射熱が小さいこと，

CO2排出量がアセチレンに比べ 70％削減可能であること，ススが出にくいことなどの利点がある。この混合ガスは，燃焼

温度が 2800℃でありガス溶射に適用できる可能性がある。そこで，水素エチレン混合ガスとプロパンガスとで作製した

防食溶射皮膜の耐食性について評価した。溶射材料は，純亜鉛，亜鉛-アルミニウム合金，純アルミニウム及びアルミニ

ウム-マグネシウム合金を用いた。 

耐食性試験方法 JIS K 5600-7-9 サイクル Aに準拠した複合サイクル試験を実施し，純亜鉛及び亜鉛アルミニウム合金

では 4000 時間まで，純アルミニウム及びアルミニウム-マグネシウム合金では 6000 時間まで試験を行った。その結果，

水素エチレン混合ガスとプロパンガスとで耐食性に大きな違いがないことが分かった。 

キーワード：水素混合ガス，フレーム溶射，防食溶射 

 

 

 

*1 本研究は 2017年度日本溶射学会関東支部，日本溶射工業会関東支部 共催 第２回合同関東支部講演会（2017年 

12月６日～７日）で発表した。 
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